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車
に
乗
り
続
け
る
か
、
乗
ら

な
く
な
っ
た
車
を
ど
う
す
る
か

等
、
車
を
手
放
す
こ
と
を
検
討

さ
れ
て
い
る
人
は
、
無
料
の
出

張
査
定
を
依
頼
し
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

　
車
買
取
専
門
店
、
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ズ
鎌
倉
店
は
、
大
き
な
店

舗
を
持
た
ず
、
地
域
密
着
の
出

張
査
定
に
特
化
。
抑
え
た
固
定

費
を
査
定
額
に
還
元
し
て
い

る
。「
最
近
は
車
業
界
に
対
し

て
不
安
と
い
う
声
も
多
い
で

す
。
地
域
密
着
だ
か
ら
こ
そ
、

気
を
引
き
締
め
て
誠
実
に
対
応

し
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
坂
野
代
表
は
話
す
。

　
同
店
で
は
他
社
で
年
式
が
古

い
、
走
行
距
離
が
多
い
等
の

理
由
で
、
査
定
額
が
０
円
と

言
わ
れ
た
車
も
最
低
２
万
円

以
上
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る

（
１
６
０
０
㏄
以
下
は
５
千
円

以
上
）。
代
金
は
即
日
現
金
払

い
、
名
義
変
更
の
完
了
通
知
書

も
送
付
し
て
く
れ
る
の
で
安

心
。
普
通
車
で
あ
れ
ば
、
支
払

い
済
み
の
自
動
車
税
の
還
付
手

続
き
も
引
き
受
け
て
く
れ
る
の

で
、
一
度
、
相
談
を
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

（
由
比
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）　

☎︎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

安
心
し
て
愛
車
を
売
却
し
た
い
な
ら

地
域
密
着
の
車
買
取
店
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ

休日も休まず営業しています

４
年
ぶ
り
に
定
期
演
奏
会

　

80
万
円
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に

ム
ジ
カ
お
さ
ら
ぎ

　
年
に
２
回
の
全
国
一
斉
清

掃
活
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
海

ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２

３
」（
日
本
財
団
と
環
境
省

の
共
催
）
の
一
環
と
し
て
鎌

倉
風
致
保
存
会
の
呼
び
か
け

で
、
９
月
16
日
鎌
倉
の
材
木

座
海
岸
で
清
掃
活
動
が
行
わ

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
に
風
致
保
存
会

海
岸
清
掃
と
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
採
取

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
が
鎌
倉
駅
前
に
オ
ー
プ
ン

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも
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ノ
ギ
ク
と
い
う
植
物
は
無
い

よ
う
で
、
こ
の
花
は
ヨ
メ
ナ

属
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
植
物
の
名
前
と
い
え
ば
、

父
の
友
人
に
自
称
作
家
と
い

う
人
が
い
て
、
ど
っ
ち
が
本

業
か
知
れ
な
い
が
園
芸
店
も

や
っ
て
い
た
。
彼
は
野
草
に

適
当
な
名
称
を
付
け
て
売
っ

て
い
た
。
次
々
と
思
い
つ
く

の
は
才
能
だ
っ
た
の
か
も
。

　
野
菊
は
陽
当
た
り
と
水
は

け
の
よ
い
斜
面
で
、
細
い
小

さ
な
花
び
ら
を
精
一
杯
に
広

げ
て
い
る
。
人
間
に
も
嘘
の

な
い
人
生
が
、
あ
る
と
い
い

な
。
水
彩
　
31
×
41
㎝

　
久
木
神
社
の
駐
車
場
の
土

手
に
野
菊
が
咲
い
て
い
た
。

70

「
野
菊
」

黒
川
　明

れ
た
＝
写
真
上
。

　
午
前
10
時
に
海
岸
に
集
ま

っ
た
親
子
連
れ
な
ど
約
60
人

は
、
灼
熱
の
太
陽
が
照
り
付

け
る
中
、
ゴ
ミ
袋
と
ト
ン
グ

を
手
に
４
班
に
分
か
れ
て
海

岸
に
散
っ
て
い
っ
た
。

　
目
立
っ
た
紙
ゴ
ミ
や
ビ
ニ

ー
ル
ゴ
ミ
は
少
な
か
っ
た

が
、
集
め
た
ゴ
ミ
の
入
っ
た

袋
を
収
集
場
所
に
積
み
上
げ

る
と
、
今
度
は
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
採
取
体
験
。

30
㎝
四
方
に
掘
っ
た
砂
を
バ

ケ
ツ
に
移
し
、海
水
を
入
れ
、

大
小
の
ふ
る
い
の
網
に
残
っ

た
小
さ
な
粒
を
ピ
ン
セ
ッ
ト

で
つ
ま
み
あ
げ
、
ビ
ン
に
入

れ
て
観
察
し
た
。
子
ど
も
た

ち
も
興
味
深
々
に
作
業
を
手

伝
っ
た
＝
写
真
下
。
横
浜
の

洋
光
台
か
ら
友
人
家
族
と
、

親
子
４
人
で
参
加
し
た
母
親

は
、「
話
に
は
聞
い
て
い
た

が
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
身
近
に
感
じ
た
。
小
学

生
の
子
も
き
っ
と
今
日
の
体

験
を
忘
れ
な
い
と
思
う
」
と

話
し
て
い
た
。

　
60
歳
以
上
の
鎌
倉
混
声
合

唱
団
「
ム
ジ
カ
お
さ
ら
ぎ
」

（
佐
藤
ゆ
り
代
表
、
団
員

１
８
８
人
）
の
第
35
回
定
期

演
奏
会
が
９
月
10
日
鎌
倉
芸

術
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
約

８
０
０
人
が
観
賞
し
た
＝
写

真
は
同
合
唱
団
提
供
。

　
こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
で
開

　
太
陽
光
発
電
で
つ
く
ら
れ
た

電
気
を
電
力
会
社
が
買
い
取
る

制
度
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
電
力
会
社
が
買
い

取
り
金
額
を
ど
ん
ど
ん
下
げ
て

い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
買
い
取

り
原
資
は
一
般
家
庭
の
電
気
代

に
上
乗
せ
さ
れ
て
お
り
、
電
気

代
が
上
が
る
一
つ
の
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
」
と

い
う
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
計

画
が
九
州
や
関
西
方
面
で
立
て

ら
れ
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

田
畑
や
休
耕
地
・
山
間
部
で
何

万
坪
と
い
う
単
位
で
太
陽
光
パ

ネ
ル
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
中
国

系
企
業
が
占
め
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
は
全
て
中
国
製
で
す
。
東
京

都
が
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
、

条
例
で
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ま
し

た
。
蓄
電
設
備
は
任
意
で
す
が

住
宅
の
屋
根
の
様
に
小
さ
な
面

積
で
発
電
し
て
も
個
人
に
メ
リ

ッ
ト
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

日
中
留
守
が
多
い
家
庭
で
発
電

さ
れ
た
電
気
は
電
力
会
社
に
売

り
、
夜
間
自
分
た
ち
が
使
う
電

気
は
電
力
会
社
か
ら
買
っ
て
使

っ
て
い
ま
す
。
自
宅
で
発
電
し

た
電
気
を
自
分
が
使
う
に
は
、

蓄
電
設
備
が
必
要
で
大
金
が
か

か
り
ま
す
。
田
畑
を
潰
し
て
住

宅
の
屋
根
の
様
な
小
さ
な
面
積

に
つ
く
っ
た
り
せ
ず
、
日
陰
に

な
っ
て
も
影
響
の
少
な
い
線
路

の
上
や
道
路
の
上
に
、
外
国
製

で
は
な
く
、
国
産
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
で
つ
く
る
こ
と
を
考
え
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

太
陽
光
発
電
の
謎
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日
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建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
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―
３
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関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０

年
目
の
９
月
１
日
、
鎌
倉
市

小
町
の
本
覚
寺
で
慰
霊
と
防

災
の
集
い
が
開
か
れ
、
約
50

人
が
参
列
し
た
。

　
地
震
が
起
き
た
11
時
58
分

に
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
が
境

内
の
釣
り
鐘
を
鳴
ら
し
、
来

場
者
が
１
分
間
の
黙
と
う
。

本
堂
で
法
要
が
行
わ
れ
、
読

経
の
後
、
参
列
者
が
焼
香
し

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　
寺
に
よ
る
と
、
本
覚
寺
は

室
町
時
代
の
１
４
３
６
年
に

創
建
。
本
堂
は
１
９
２
３
年

４
月
に
完
成
し
、
同
年
９
月

に
関
東
大
震
災
が
起
き
た
。

　「
葉
山
の
別
荘
文
化
を
象

徴
す
る
イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
修

道
院
旧
館
・
旧
東
伏
見
宮
葉

山
別
邸
の
存
続
の
危
機
を
救

い
た
い
」
と
町
民
が
立
ち
上

が
っ
た
。

　
白
亜
の
宮
邸
は
大
輪
の
ユ

リ
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
、
湘
南
地
域

に
唯
一
残
る
皇
族
の
別
邸
と

し
て
来
年
１
１
０
周
年
を
迎

え
る
。
国
登
録
有
形
文
化
財

の
同
邸
を
所
有
す
る
イ
エ
ズ

ス
孝
女
会
か
ら
「
今
年
度
中

に
信
頼
で
き
る
団
体
に
託
せ

な
け
れ
ば
涙
を
の
ん
で
取
り

壊
す
し
か
な
い
」
と
相
談
を

受
け
た
の
は
葉
山
の
別
荘
文

化
に
携
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
葉

山
環
境
文
化
デ
ザ
イ
ン
集
団

の
高
田
明
子
代
表
（
72
）。

老
朽
化
で
広
範
囲
の
補
修
が

困
難
な
状
況
は
併
設
す
る
幼

稚
園
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
た

め
早
急
な
調
査
を
行
っ
た
。

　
８
月
31
日
に
は
同
邸
で
維

持
管
理
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
発
起
人
会
が
行
わ
れ
、
建

築
家
や
左
官
工
、
町
議
、
行

政
書
士
、
映
像
技
術
者
や
飲

食
業
な
ど
に
携
わ
る
有
志
約

20
人
が
集
ま
っ
た
＝
写
真
。

同
幼
稚
園
の
卒
園
生
や
保
護

者
も
多
く
、高
田
さ
ん
は「
パ

ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
集
ま
る
よ

う
に
必
要
な
人
が
現
れ
た
」

と
驚
く
。

　
古
民
家
再
生
の
ま
ち
づ
く

り
に
実
績
を
持
つ
建
築
家
の

丸
谷
博
男
さ
ん
（
74
）
を
代

表
と
し
た「L

ラa C

カ
ー
サ

asa B

ブ
ラ
ン
カ

lanca

 Hayama

」
が
補
修
や
国
へ

の
補
助
金
申
請
、
市
民
フ
ァ

ン
ド
な
ど
の
実
務
を
担
い
つ

つ
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
任
意
団
体
「
葉
山
い
き

い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
結

成
し
音
楽
会
な
ど
も
行
い
、

防
災
や
地
域
活
動
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
幅
広
い
世
代
へ

協
力
を
呼
び
か
け
る
。（
Ｋ
）

　
11
月
11
日
同
邸
の
歴
史
を

紐
解
く
展
示
会
。
午
前
の
部

10
時
半
～
12
時 

中
学
生
以

上
千
円
、
小
学
生
５
０
０
円

／
午
後
の
部
13
時
半
～
16
時 

中
学
生
以
上
２
５
０
０
円

（
ド
リ
ン
ク
付
）。
申
込
は
野

中
さ
んnonakaya@jcom.

home.ne.jp

　
☎
０
９
０
・

２
３
１
２
・
２
２
５
７

関
東
大
震
災
１
０
０
年　

防
災
集
い

旧
東
伏
見
宮
別
邸
の
保
存
を

地
震
に
耐
え
た
本
覚
寺
本
堂
で
法
要葉

山
で
町
民
が
旗
揚
げ

鎌
倉
町
内
の
多
く
の
建
物
が

全
壊
、
死
傷
者
も
多
く
出
た

が
、
本
堂
は
焼
け
残
っ
た
。

　
集
い
の
実
行
委
員
長
を
務

め
た
安
国
論
寺
の
平
井
智
親

住
職
は
「
生
き
証
人
と
も
い

え
る
本
堂
で
法
要
が
で
き
て

あ
り
が
た
い
。
防
災
を
真
剣

に
考
え
る
契
機
に
な
れ
ば
」

と
話
し
て
い
た
。

　
境
内
で
は
「
防
災
パ
ー
ク

鎌
倉
」
が
開
催
さ
れ
、
防
災

グ
ッ
ズ
や
非
常
食
の
紹
介
な

ど
を
紹
介
す
る
テ
ン
ト
で
、

参
加
者
は
説
明
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

催
が
見
送
ら
れ
、
本
格
的
な

演
奏
会
は
４
年
半
振
り
。
96

歳
を
最
高
齢
と
し
て
平
均
年

齢
80
歳
の
総
勢
１
５
０
人
に

よ
る
混
声
合
唱
が
元
気
な
歌

声
を
披
露
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
平
和
を
願
い
「
フ
ィ
ン

ラ
ン
デ
ィ
ア
」
の
演
奏
も
。

　
同
合
唱
団
は
１
９
９
４
年

か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
寄
付
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
集
ま
っ
た
80
万
３

２
６
円
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

館
に
寄
付
す
る
予
定
。
こ
れ

ま
で
の
寄
付
の
累
計
額
は

１
８
０
０
万
円
を
超
え
る
と

い
う
。
随
時
団
員
を
募
集
し

て
い
る
。

　
鎌
倉
駅
東
口
に
小
さ
な
上

映
会
ス
ペ
ー
ス
「
グ
リ
ー
ン

シ
ネ
マ
か
ま
く
ら
」
が
９
月

10
日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
社
会
課
題
、
地
球
課
題
を

学
ぶ
た
め
の
映
画
を
、
毎
月

１
本
上
映
す
る
。

　
10
月
は
「
ザ
・
ト
ゥ
ル
ー
・

コ
ス
ト
」。
15
・
28
日
は
10

時
半
・
14
時
半
。
16
・
27
日

は
10
時
半
・
18
時
半
。
11
月

は
「
コ
ス
タ
リ
カ
の
奇
跡
」。

　
１
２
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
８
０
０
円
、
小
中
学
生

５
０
０
円
。申
込
は
HP
か
ら
。

鎌
倉
市
小
町
１
―
５
―
27
　

カ
ト
レ
ヤ
ビ
ル
２
階
。

☎
０
５
０
・
１
８
０
８
・
５

５
９
５
※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ

リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
共
催


